
賛否がわかれる発想で勝負！ 
　『天女の忘れもの』がユニークな

のは、発想とその“カタチ”である。

倉吉市は、まちづくりのコンセプトと

して昭和60年から快適なトイレづく

りに取り組んできた。現在は、どこの

観光地に行ってもきれいなトイレが

常識になったが、その先進地の一

つが倉吉市であった。いわば快適ト

イレ発祥の地という特色と、まちの中

央部にたたずむ打吹山に伝わる天

女伝説を結びつけて発想し、誕生

したのが『天女の忘れもの』である。 

　さて、ユニークなその“カタチ”と

は…。ずばり「ウ○コ」である。2重

にとぐろを巻いた、あの“カタチ”をし

たお菓子。色は濃厚な茶色で、上

部に金泊が1枚貼りつけてある。開

発者の話では“金蝿”をイメージし

たものだとか。それに天女伝説を結

びつけたネーミングは洒落ているが、

その結果賛否が沸き起こってしまっ

たようだ。ところが、発売されるや否

やマスコミの注目を集め、全国放送

で取り上げられることに。今でも一

部では反対の声がささやかれてい

るそうだが、まちを代表する銘菓の

一つになってしまった。 

 

ひと工夫加えてリアルさを 
演出！ 
　実は先月、その倉吉市を訪ねる

機会があった。白壁土蔵の古い街

並みが残る一角で「臼挽きコーヒー」

（注文すると臼でコーヒー豆を挽い

てくれる）を味わっていたところ、『天

女の忘れもの』の開発スタッフが集まっ

てきて新商品の開発の話が始まった。

そのときの会話が面白い。開発アド

バイザー「キレイに作ろうとしちゃだ

めだ。もっと汚く。お客さんが一瞬買

うのをためらうぐらいリアルにしなきゃ」。

まちを代表する土産品の開発に「もっ

と汚く」とは恐れ入った。 

　当然話を聞いていた菓子職人も

戸惑いを隠せなかったが、その意

味を理解するにつれ納得した様子。

笑顔で振り向き、私に試食をすすめ

てきたのである。試作品は2つ。茶

色のそれと、クリーム色のそれ。どち

らも一口サイズで、臼挽きコーヒーを

すすりながらいただくことに。味はま

ずまず。今度は銀泊、つまり“銀蝿”

を貼りつける予定だとか。とかく見

た目を重視しがちな和菓子にリアリティ

を追求するこだわりと、よりリアルさを

演出するための工夫。『天女の忘

れもの』には、まちの人々のそんな情

熱が込められている。 

 

質のリアリティが 
求められている！ 
　鳥取で出会ったもう一つの話題を

紹介しよう。鳥取市の駅前商店街に

ある、手作り万年筆オーダーメードの

店「万年筆博士」だ。いまやパソコ

ンやワープロで原稿を書くことが多く、

万年筆を使う機会もめっきり減ったが、

未だに愛用している人も少なくない。

私もその一人である。万年筆でもっ

とも重要なのがペン先の調整。もとも

と西洋で誕生した万年筆は欧文や

横書きには適していたが、どちらかと

いうと日本語のような縦書きや漢字

には向いていなかった。さらに人に

は一人ひとり癖があって、大量生産

したものでは手になじまないこともある。

そこで「万年筆博士」では、握る位

置や角度、筆圧などをチェックしたカ

ルテを作成。顧客一人ひとりにぴっ

たりあった一品を作り続けている。 

　実はこうした店は各地に残ってい

る。近いところでは宮城県仙台市の

大橋堂など。最近さまざまな雑誌で

東京・銀座が特集されている傾向

にも通じることだが、観光やサービス

も含め、今消費者が求めているキー

ワードの一つが“リアリティ”ではな

いか。この不況のなか高級ブランド

品が売れていること、都心で高級ホ

テルの建設ラッシュが続いていること、

銀座や六本木が再び脚光を浴びて

いること…。こうした事実は、発想や

工夫だけにとどまらない“質のリアリ

ティ”が求められていることを示して

いるといえる。（公） 

　近年、ユニークな名前や形状をした土産品を目にする。鳥取県
倉吉市の銘菓『天女の忘れもの』もそのひとつ。地域に伝わる逸
話とまちづくりの特徴をいかしたアイディアから生まれたものだが、
商品化当初は賛否両論が沸き起こったという。賛否がわかれるほ
どのユニークな着想とは…。かつてマスコミの話題にもなった銘菓
開発の背景などから地域活性化のキーワードを探ってみた。 

発想と工夫とリアリティ。 

　今、地域経済は「元気」を求めております。地域経済が元気になるため
には、元気な起業家や事業者の活躍が不可欠です。 
　元気な地域経済を目指し、夢を創り、夢を実現するため、独立して起業
したい人、社内で新たな事業を展開したい人、ふるさとを元気にしたい人
を対象に、起業にあたっての心構えや事業アイディアの構
想化、事業計画作成方法などを学んでいただく、『いわ
て起業家大学』を開催します。 
　奮って「いわて起業家大学」にご参加ください！ 

いわて起業家大学 

・　創業しようとする人 
・　創業間もない人 
・　事業後継者・社内ベンチャー 

ファーストステージ 
（セミナー形式） 

○　起業家マインドパワーアップ講座 
○　ビジネスプラン作成講座 

セカンドステージ 
（選定されたビジネスプランの検討） 

○　ビジネスシミュレーション講座 
○　ビジネスプラン発表会 

創造的な発想のできる人 
起業家の卵へ 
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※受講生のプライバシーは厳守します。 

 新事業支援課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/kigyouka 
  E-mail　kigyouka@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

いわて起業家大学  
～下期(日曜昼間コース)受講生募集～ 

講師：福島正伸先生 

平 成15 年 度 下 期 実 施 要 項  
主　　催 岩手県、財団法人いわて産業振興センター 
期　　間 【日曜昼間コース】 
 平成15年11月9日～平成16年3月14日 
 (延べ10回　日曜開催　時間は午後1時から5時まで) 
講　　師 （株）アントレプレナーセンター 
 代表取締役社長　福島　正伸氏 
会　　場 盛岡駅西口マリオス18階会議室　他 
受 講 料  無　料 
定　　員 100名・先着順  定員になり次第締切 
申込方法 所定の申込書により郵送、FAXで申込 
 ※ホームページからの申込みもできます。　 

　『いわて起業家大学』は、地方自

治体等主催の起業家セミナーとし

ては全国に先駆け、平成７年度か

ら開催しています。 

　この間、起業に関心を持つサラ

リーマン、主婦、学生、企業ＯＢな

どの皆様に幅広く受講をいただい

た結果、修了生数は356名にのぼり、

この中から78名の新規創業者が

誕生しているほか、既存事業から

新規分野への展開を果たした方々

もいらっしゃいます。 

　今年度も、受講料を無料として

おり、すでに開催した上期コース

はたくさんの受講申込をいただき、

大変な盛況でした。 

　カリキュラムは、右図のような

2段階形式で、受講生のアイディ

アや技術をビジネスとして成功さ

せるためのノウハウを、経験豊富

な講師が熱血指導します。 

　この講座は、新規事業のコツを

掴むまたとない機会ですので、ぜ

ひご応募ください。 
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